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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
＜研究の目的＞  

化学分野の近年における発展は目覚しく、本学で開講している「化学実験（コンピュータ利

用を含む）」の内容は、新しい学習指導要領による教育を受けた学生への今後の対応等を考える

と、この実験内容を吟味し ､化学への関心を高め、将来の科学技術の進展に対応し、自ら考える

能力が育成されるように現代化を図る必要がある。そこで 本研究では、実験内容を自ら試行す

ることによって再検討し、データ処理の現代化からレポート作成に重点をおいた実験プログラ

ムを作成することを第一の目的とする。  

 また、化学薬品の管理を厳重に行うことおよび、実験操作の安全に関する理解が要求されてい

る。本学のみならず日本の教育機関では、これらの安全教育などが十分行われていたとは言い

難い。将来を展望すれば化学薬品のデータベース化や実験の安全に関する教育プログラムの構

築も急務である。本研究では、試薬管理や安全教育に関するプログラムの試行を試みる。  

人間の生産活動においてはもとより、現代社会における日常生活においても、自然科学に関

する素養は重要な役割を担っているが、一般の人々には必ずしも充分に認識されていない。し

かも、理科離れの進むなかで、化学は単に知識を暗記する科目であるかのように捉えられてい

る。本研究による化学実験プログラムの再構築により、従来からの物質やエネルギー等の基礎

的な知識に加え、実験を通して科学的に考える態度や能力を養うことが出来るよう現代化を行

えば、理科選修の学生が、横断的・総合的な学習へ発展させる能力を身につけることができる。 

＜実施内容＞  

①化学実験プログラムの検討：  

(a )学習指導要領、教科書の内容を検討し、化学的事物や現象を抽出し系統的にまとめた。 

 (b )実験時間や安全性などに鑑み、実験プログラムを決定し、パソコンによるデータ処理を

学びながら、実験データの取扱いや詳細な考察から問題解決能 力を育成できる化学実験プ

ログラム構成を検討した。  

②試薬の化学的及び物理的性質或いは自然環境に対する有害性などを文献やインターネッ トか

ら詳細に調べ、安全な取扱いや使用量、廃液の処理などについて、学生が実際に活動できる

プログラムを試行した。  

③②の成果を踏まえて、「理科 」の教員免許取得に必修となっている「化学実験」として適切な

プログラムの精選を行い、「化学反応に関する知識の構築実験」および「 化学物質の安全管理

や実験操作の安全性まで考慮したプログラムの構築 」を試行した。  



研究成果発表方法  
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※ 本 経費 を用 いて 、報 告書 （ 冊子 等） を作 成し た場 合 には 、本 様式 とと もに 1 部 を 提出 する こと 。  

な お 、提 出さ れた 報告 書は 教 育実 践研 究推 進本 部を 通 じて 附属 図書 館へ 寄贈 す る。  

学会発表  

① In v es t i ga t io n  o f  h yd ro g en  p e ro xid e  d e co mp o s i t i o n  to  i mp ro v e  th e  u n d er s t a n d in g  o f  a  r e a c t io n  in  

aq u eo u s  so lu t io n ,  E .  Ya ta n i ,  S .  Oh mu ro ,  H .  Ko ku s e n ,  国際化学教育会議（ 20 1 2 年 7 月、ローマ）  

 


